
注意事項

平成 18年度秋期

ソフトウェア開発技術者

午後 I 問題

13:00~15:00 (2時間）

1. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

2. この注意事項は，問題冊子の裏表紙に続きます。必ず読んでください。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

-----■-■-■-●●-

口 問1～問 6

必須

5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) HBの黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してください。

(2) 受験番号襴に，受験番号を記入してください。正しく記入されていない場合は，

採点されません。

(3) 生年月日欄に，受験票に印字されているとおりの生年月日を記入してください。

正しく記入されていない場合は，採点されないことがあります。

(4) 解答は，問題番号ごとに指定された枠内に記入してください。

(5) 解答は，丁寧な字ではっきりと書いてください。読みにくい場合は，減点の対象

になります。

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して，必ず読んでください。
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問1 DNS（ドメインネームシステム）に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

インターネットで使われるドメイン名及び IPアドレスは， DNSを利用して管理さ

れている。 DNSは，多数の DNSサーバで構成されるIa |データベースであり，

ルート DNSサーバを頂点とし， ドメイン名空間と呼ばれるツリー構造を構成している。

インターネットでは 9 | b |と| c |を考慮して， 13のルート DNSサー

バが配置されている。

DNSのツリー構造の最上位に位置するルート DNSサーバの配下には， ドメイン名

（例：jpドメイン， co.jpドメインなど）に対応した DNSサーバがある。あるドメイ

ン名を管理する DNSサーバに関する情報は，ツリー構造のId |のドメイン名

を管理する DNSサーバが保持している。ホストに関する情報は，そのホストが所属す

るドメイン名を管理する DNSサーバが保持している。

ドメイン名の中で，www.example.co.jpのように特定のホストを表現したドメイン名

を1 e |と呼ぶ。

DNSの最も一般的な使われ方は 9 | e |から IPアドレスヘの変換である。こ

れを“ホストの名前解決”と呼ぶ。

一つのドメインを管理する DNSサーバは，通常は1 c |を考慮して 2台のサ

ーバで構成される。一方を［~もう一方を［こ三こ：］と呼ぶ。
ホストマシンをインターネットに接続する方法には，大きく分けて“直接接続方

式”と“間接接続方式”がある。直接接続方式では，グローバル IPアドレスを使用し

て，インターネットに直接接続する。間接接続方式では，プライベート IPアドレスを

使用し，ルータの NAT機能でグローバル IPアドレスに変換したり，プロキシサーバ

で中継したりして，インターネットに間接的に接続する。
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設問 1 本文中の［ここここ］～［こ三ニコに入れる適切な字句を解答群の中から選び，

記号で答えよ。

解答群

ア ARPA イ FQDN ウ IANA

エ オブジェクト指向 オ下位階層 力 可用性

キ キャッシュサーバ ク サブドメイン名 ケ集中型

コ 上位階層 サセカンダリサーバ シセキュリティ

ス 帯域制御 セ バックアップサーバ ソ 負荷分散

夕 プライマリサーバ チ分散型 ツ リレーショナル

設問 2 クライアント PC（以下， PCという）を直接接続方式でインターネットに接続

する場合の，ホストの名前解決の動作として正しいものを解答群の中からすべて

選び，記号で答えよ。ここで， PCには，ホストの名前解決のために DNSサーバ

x （以下， xという）が指定されているものとする。

解答群

ア PCには， XがIPアドレスを返す。

イ PCには，要求されたホストの情報を保持する DNSサーバが IPアドレスを返す。

ウ PCには，ルート DNSサーバがIPアドレスを返す。

工 Xから問合せを受けたルート DNSサーバは， ドメイン名空間においてルート

DNSサーバの一つ下位にある DNSサーバに関する情報を Xに返す。

ォ xから問合せを受けたルート DNSサーバは，要求されたホストの情報を保持す

るDNSサーバに関する情報を Xに返す。

ヵ xが，要求されたホスト及び IPアドレスの情報をキャッシュしていた場合には，

Xはその情報を直ちに PCに返す。

キ Xは，要求されたホストの情報を保持する DNSサーバから，ホストに対応する

IPアドレスを得る。
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設問 3 次の文章は，社内 LAN上の PCを問接接続方式でインターネットに接続する場

合の，インターネット上の Webサーバヘのアクセスと， SMTPを利用した電子メ

ール送信の際の，ホストの名前解決の動作を記述したものである0 | h |, 
| i |に入れる適切な字句を解答群の中から選び，記号で答えよ。

なお，仁ここ二］には本文と同じ字句が入るものとする。

インターネット上の Webサーバヘのアクセスのために，社内 LANとインター

ネットの両方にアクセス可能なプロキシサーバを設置する。 Webブラウザからこ

のプロキシサーバにアクセスするように， PCの設定をする。プロキシサーバは，

PCから要求された1 h |に含まれる WebサーバのI e |で DNSを

引き，その Webサーバの IPアドレスを得る。その後，プロキシサーバは得られ

た IPアドレスで， 目的とする Webサーバにアクセスし， Webサーバからの応答

をPCに返す。

電子メールを送信するために，社内 LANとインターネットの両方にアクセス可

能な SMTPサーバを設置する。 PCは，この SMTPサーバに向けて電子メールを

送信する。電子メールを受信した SMTPサーバは，電子メールに書かれた送信先

亡ニコ に 含 ま れ るロニで DNSを引き，その電子メールの送信先と

なる SMTPサーバの IPアドレスを得る。その後，送信元の SMTPサーバは，そ

のIPアドレスが示す送信先の SMTPサーバあてに，電子メールを送信する。

解答群

ア IPアドレス

工経路情報

イ URL ウ グローバルアドレス

オ プライベートアドレス カ メールアドレス
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問2 ソフトウェアの構成管理に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

B社では，自社の基幹システムの再開発を行っている。現在，ユニットテストが完

了し，結合テストを行っている段階である。結合テスト時のプロジェクト体制を図 1

に，プログラムのテスト及びバグ修正の手順を図2に示す。

プロジェクトでは，結合テスト時に発見したバグを修正するに当たって，プログラ

ムの一貫性を保ち，かつ，管理の効率向上を図るために，構成管理ツールを導入して

いる。導入した構成管理ツールは，表 1に示す機能をもつ。

プロジェクト
マネージャ

・標準化

管理チーム 1 ・システム全体の工程管理
・システム全体の問題点管理

構成管理

チーム
・システム全体のプログラム及びドキュメントの構成管理

共通プログラム1 ・共通プログラムの修正及びユニットテスト実施
チーム ・チーム内工程管理問題点管理

業務チーム
会計サプシステム

チーム

販売サプシステム
チーム II ・業務プログラムの結合テスト実施

・業務プログラムの修正及びユニットテスト実施
直サプシステムII・チーム内工程管理，問題点管理

チーム

人事サプシステム
チーム

図 1 結合テスト時のプロジェクト体制

表 1 構成管理ツールの機能

項番 機能 機能の説明

1 最新版管理の機能 最後に更新されたソースプログラムを管理し，ユニットテス
ト完了，結合テスト完了などの完了状態を記録する。

2 履歴管理の機能 更新時のソースプログラムに更新番号を付与し，プログラム
の更新者，更新年月日時分秒を履歴として管理する。

l a l, l a lを行った修正担当者に対しては，構成管理ツールで

3 I b I 機能 管理しているソースプログラムの修正を許可し， I b Iを
の 行うまでほかの担当者のプログラム修正を禁止する。

4 統計情報の取得・保存， プログラム別の各種統計情報を取得・保存し，統計レポート

統計レポート作成機能 の作成を行う。
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業務チーム

共通プログラムチーム
管理チーム 構成管理チーム

結合テスト実施

構成管理委員会：影響範囲の確認，バグ対応チームの決定，対応時期の決定

担当者決定

プログラム修正

ユニットテスト
疇

プログラム
修正報告

提出

提出

提出

結合テスト実施

仁ニコ

対応時期の追記，

バグ対応チームの

書勝辰り

案内

構成管理ツール

実行プログラム作成，
リリース通知

図2 プログラムのテスト及びバグ修正の手）順
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設問 1 表 1及び図 2中の［3/」＇［こ口ここ］に入れる適切な字句を，それぞれ

7字以内のカタカナで答えよ。

設問 2 C君は，共通プログラムチームのメンバである。 C君は，修正を担当した共通

プログラムの動作を確認するため，業務プログラムを用いてテストを実施したと

ころ，業務プログラムのバグを発見した。このプロジェクト体制において， C 君

がとるべき行動として適切なものを解答群の中から一つ選び，記号で答えよ。

解答群

ア 業務プログラムのバグヘの対応は特に何もせず，自分の担当している共通プロ

グラムの修正，ユニットテストを完了させる。

イ 業務プログラムのバグ報告書を作成し，管理チームと構成管理チームに提出す

る。

ウ 担当している共通プログラムと併せて，業務プログラムを修正し，ユニットテ

ストを完了させる。

工 当該業務プログラムの担当者にバグの内容を口頭で伝え，バグ報告書を作成し

てもらう。
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設問 3 使用している構成管理ツールで取得できる統計レポートの内容及び担当者から

の報告内容を用いて可能性が推定できる事象の内容を表 2にまとめる。表 2中の

亡ニコ～こ二］に入れる適切な字句を解答群の中から選び，記号で答

えよ。

表 2 取得できる統計情報と統計内容

入手元 記号 統計レポートの内容及び報告内容

① 担当者別のプログラム本数

② 担当者別の修正期間

③ プログラム別の最終更新年月日時分秒

④ プログラム別の修正回数

構成管理
⑤ プログラム別の修正期間

ツール
⑥ プログラム修正期間の平均•最大

⑦ プログラム別，修正回別の修正行数

⑧ プログラム別のステップ数

担当者か ⑨ プログラム別のテスト開始・完了状況

らの報告 ⑩ プログラム別のチェックリスト消化状況

解答群

ア修正の難易度

イ 担当者の負荷状況

ウ テストの進捗状況

エ バグの多いプログラム

オ プログラムの品質向上傾向
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統計レポートから可能性が

推定できる事象

内容
併せて参照

する内容

I C I ⑧，⑨ 

| d I ⑨，⑩ 

I e I ⑧，⑩ 

I f I ⑧，⑨ 

I e I, 
I I 

⑧，⑨，⑩ 
g 



問3 コンピュータ間でのデータ受渡しに関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

コンピュータ間でデータを受け渡す際の汎用的なデータ形式として， CSV(Comma 

Separated Value)とXML(Extensible Markup Language)がある。

csvは，データをコンマで区切って並べたデータ形式であり，多くの表計算ソフト

やデータベースソフトで利用できるので，異なる種類のアプリケーションソフト間の

データ交換に使われることが多い。

XMLは， SGML(Standard Generalized Markup Language)のサブセットとして

1998年に W3C(World Wide Web Consortium)が仕様を策定したメタ言語である。

XMLで記述したデータオブジェクトを XML文書と呼ぶ。 XML文書には， XMLの文

法に従って記述された“整形式の文書 (well-formeddocument)’'と， XMLの文法に従

った上で更に DTD(Document Type Definition)が定義するデータ構造にも従って記

述されている“妥当な文書 (validdocument)"がある。

設問 1 次の（1)~(4)に示す要件が求められている場合，それぞれcsvとXMLのどちら

を採用するのが適切か。それぞれ適切なものを解答群の中から選び，記号で答え

よ。

(1) 国内だけでなく，国外の業者とも取引する必要がある。

(2) ネットワークの帯域幅が狭いので，データ量は少ない方がよい。

(3) 情報機器，半導体・電子部品，半導体製造，電気通信，物流業界におけるグ

ローバルなサプライチェーンを構築するために必要な技術仕様を策定している

RosettaNet標準にのっとる必要がある。

(4) 商品の種類によっては，色やサイズなど商品に固有な情報が追加で必要とな

る可能性がある。追加される情報は，現時点では予測できない。

解答群

ァ csv イ XML

ウ どちらとも言えない
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設問 2 次に示す(1)~(3)は，商品の情報を XML文書で表現したものである。これらの

凶 L文書について，それぞれ適切なものを解答群の中から選び，記号で答えよ。

(1) <?xml version=" 1. O" ?> 

く商品＞

＜商品コード＞A-123く／商品コード＞

く商品名＞ノートパソコン＜／商品名＞

く商品種別＞Note PCく／商品種別＞

＜単価＞125000＜／単価＞

＜／商品＞

(2) <?xml version=" 1. O" ?> 

<!DOCTYPE商品［

］＞ 

<!ELEMENT商品（商品コード，商品名，商品種別，単価）＞

<!ELEMENT商品コード (#PCDATA)>

<!ELEMENT商品名 (#PCDATA)>

<!ELEMENT商品種別 (#PCDATA)>

<!ELEMENT単価 (#PCDATA)>

く商品＞

く商品コード＝ ＂A-123" > 

＜商品名＝＂ノートパソコン＂ ＞ 

く商品種別＝＂ Note PC"> 

＜単価＝＂ 125000" > 

＜／商品＞

(3) <?xml version=" 1. O" ?> 

<!DOCTYPE商品［

解答群

］＞ 

<!ELEMENT商品（単価）＞

<!ATTLIST商品商品コード CDATA#REQUIRED 

商品名 CDATA#REQUIRED 

商品種別 CDATA#REQUIRED> 

<!ELEMENT単価 (#PCDATA)>

く商品

商品コード＝ ＂A-123" 

商品名＝ ＂ノートパソコン＂

商品種別＝ ＂Note PC"> 

く単価＞125000＜／単価＞

＜／商品＞

ア “妥当な文書” イ “整形式の文書’'であるが“妥当な文書”ではない

ウ どちらでもない
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設問 3 図 1に示す発注データを，コンピュータ間で受け渡す場合について考える。

発注者 lABC商事 発注年月日 2006-10-20 

希望納期 2006-10-31 

注文明細

商品コード 商品名 個数

C-345 CPU 10 

M-666 メモリ 20 

図 1 発注データ

この発注データを XML文書で表現したものを図2に示す。図2中のIa | 
に入れる適切な字句と［ここここ］～1 d |に入れる適切な XML表記を

答えよ。

<?xml version="l.0" ?> 
<!DOCTYPE注文［

<!ELEMENT注文（注文明細＋）＞

<!ATTLIST注文発注者 CDATA#REQUIRED 

発注年月日 CDATA#REQUIRED 

希望納期 CDATA#REQUIRED> 

<!ELEMENT亡ニコ（商品コード，商品名，個数）＞

<!ELEMENT商品コード (#PCDATA)>

<!ELEMENT商品名 (#PCDATA)>

<!ELEMENT個数 (#PCDATA)>

＞
 

］
ロ
―
●
-
―
―
―
―
●
ー
―
-
•

b
 | c | 

＜商品コード＞C-345く／商品コード＞

く商品名＞CPU＜／商品名＞

＜個数＞10</個数＞

| d | 
| c | 

く商品コード＞M-666＜／商品コード＞

く商品名＞メモリ＜／商品名＞

く個数＞20</個数＞

| d | 
＜／注文＞

図2 発注データの XML文書

- 11 -



問4 ディスク装置の構成技術である RAIDに関する次の記述を読んで，設問 1,2に答

えよ。

RAIDとは， RedundantArray of Independent（又は， Inexpensive)Disksの略で，独

立したディスク装置を複数台用いて，可用性が高く，高速で大容量の補助記憶装置

（以下，ディスクアレイという）を構築する技術である o RAIDには，実現方法によ

ってレベルがある。代表的なものを次に示す。

RAIDO: ストライピングとも呼ばれる。データを複数のディスク装置に分散して配

置することで，読込み／書込み速度を向上させる。 RAIDOには冗長性がな

いので，ディスクアレイを構成しているディスク装置のうち，いずれか 1

台にでも障害が発生すると，ディスクアレイは稼働不能となる。

RAIDl: ミラーリングとも呼ばれる。同じデータを複数のディスク装置に書き込む

ことで，いずれか 1台のディスク装置に障害が発生しても，ディスクアレ

イとして稼働するようにしている。

RAID4 : RAIDOと同じように複数のディスク装置をストライピングで構成するが，

パリティと呼ばれるエラー訂正情報を保持するパリテイディスクがあり，

いずれか 1台のディスク装置に障害が発生してもディスクアレイとして稼

働する。読込みはストライピング効果で高速であるが，書込みはパリティ

ディスクにアクセスが集中するのであまり速くない。

RAIDS : RAID4を改良し，固定であったパリテイディスクを分散させることで，パ

リテイディスクヘのアクセスの集中を防ぎ，高速化を実現している。

RAIDOl: ストライピングしたディスク装置群を一つの単位としてミラーリングする

ことで， RAIDOの高速性を保ちながら，高可用性を実現している。

RAIDlO: ミラーリングしたディスク装置群を一つの単位としてストライピングする

ことで， RAIDlの高可用性を保ちながら，高速性を実現している。
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設問 1 図は，ディスクアレイの構成を RAIDのレベルごとに表したものである。①～

⑤の RAIDレベルを，本文で示した六つの RAIDレベルの中から選択し，それぞ

れ答えよ。

なお，図中の数字はデータのブロック番号， Pはパリティを表している。

①
 

凡例

ーストライピンク
→ 

ヽ—

-----、フーリングヽ

②
 

③
 

④
 「言王口

r
 「国壬巴

ー
r

言王口
ー

--------------.. I I 

⑤
 

図 ディスクアレイの構成
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設問 2 ディスクアレイの可用性について考える。 2台のディスク装置で RAIDOを構成

した場合は， 2台のディスク装置のうち，どちらかに障害が発生するとディスク

アレイは稼働不能となる。したがって，ディスク装置 1台の稼働率を uとすると，

ディスクアレイの稼働率は u2となる。一方， 2台のディスク装置で RAIDlを構成

した場合は，どちらかのディスク装置が稼働していればディスクアレイとして稼

働する。したがって，ディスクアレイの稼働率は， 2台のディスク装置がともに

稼働している場合（uりと，どちらか 1台だけが稼働している場合 (2u(l-u)) 

の和 u2+2u(l-u)となる。

RAIDOl, RAIDlOについては，まず，単位となるディスク装置群の稼働率を求

め，次に，その値に基づいて全体のディスクアレイの稼働率を求める。

表は， 1台当たりの容量が lOOGバイトのディスク装置を用いて，実効容量 400

Gバイトのディスクアレイを構成する場合の，最小構成時のディスク装置台数，

ディスクアレイが稼働不能となる最小障害ディスク装置台数，及びディスクアレ

イの稼働率を， RAIDレベルごとにまとめたものである。

表中の［口］：口］， Lこここ二||―：ー―|，［こここコに入れる適切な

数値を答えよ。また9| b |, | d |に入れる適切な式を解答群の中

から選び，記号で答えよ。ここで，ディスク装置 1台の稼働率はすべて uとする。

表 RAIDレベルごとのディスクアレイの構成と可用性

最小構成時の
ディスクアレイが稼働

RAIDレベル
ディスク装置台数

不能となる最小障害

ディスク装置台数

RAIDO 

RAID4, RAID5 

RAIDOl 

RAIDlO 

b, dに関する解答群

ァ酎＋3u町1-u)

工 u5+5u4(1-u)

4 

I a 

I C 

I e 

1 

I 2 

| 2 

1 I f 

イ U4+4u3(1_u)

オ（u2+2u(l -u))4 
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ディスクアレイの
稼働率

u 4 

I b I 

I d -l 

(u2+2u(l u))4 

ウザ十4u4(1-u)

力 u8+2u4(1-uり



問5 2分探索木に関する次の記述を読んで，設問 1~4に答えよ。

ノードが一つずつデータをもつ 2分探索木は，どのノード Nから見ても，左側の部

分木のノードがもつデータはすべて Nのデータよりも小さく，逆に右側の部分木のノ

ードがもつデータはすべて Nのデータよりも大きい，という性質をもつ。ここでは，

ノードがもつデータはすべて自然数で重複がないものとする。図 1に 2分探索木の例

を示す。ノード内の数が，データを表している。

2分探索木に対して，表 1に示す二つの操作を定義する。

図 1 2分探索木の例

表 1 2分探索木に対する操作

操作名 操作内容

指定したデータをもつノードが 2分探索木内に存在するか否かを判定する。指

lookup 定したデータをもつノードが存在するときは TRUE を，存在しないときは

FALSEを返す。

指定したデータをもつノードを 2分探索木に挿入する。挿入されたノードは葉

insert となる。指定したデータをもつノードが既に 2分探索木内に存在する場合は何

もしない。
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2分探索木を扱うために，それぞれのノードの情報を保持するデータ構造 nodeを

定義する。データ構造 nodeへは， nodeの場所を指す変数であるポインタによってア

クセスする。 nodeがもつ変数を表 2に示す。ここで， nilは， どの nodeも指して

いないことを示すポインタである。

表 2 nodeがもつ変数

変数名 内容

value ノードがもつデータ

left 
自分の左側の子のノードを表す nodeへのポインタ

左側の子がない場合は nil

right 
自分の右側の子のノードを表す nodeへのポインタ

右側の子がない場合は nil

nodeとnodeへのポインタの関係を図 2に示す。図 2では，変数pは nodeOへの

ポインタであり，また， nodeOの変数 left, rightは，それぞれ nodel, node2 

へのポインタである。

このとき， nodeOの三つの変数はそれぞれp->value, p->left, p->rightと

表す。また，図 2に示す状況で，p->leftの値をpへ代入すると，変数pは nodel

へのポインタとなる。

I -I 
｀ p -I 

value 

-left -

'ヽright

nodel node2 

｀ 
、

｀ “ 

value value value 

left left left 

right right right 

図2 nodeとnodeへのポインタの関係
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操作 lookupでは， 2分探索木を根から葉の方向へ順次たどりながら探索を行う。

まず，探索するデータと木の根がもつデータとを比べて，等しければ探索は終了する。

探索するデータの方が小さければ左の子のノードに，大きければ右の子のノードに移

動する。ここで，移動しようとした先に子のノードが存在しない場合，探索するデー

タが 2分探索木内に見つからなかったことになり，探索終了となる。移動した先のノ

ードでも同様にデータを比較し，探索するデータが見つかるか，又は見つからないこ

とが分かるまで繰り返す。

ループを用いてポインタを順にたどる方法で操作 lookupを実現するプログラムを

図3に示す。

function lookup(x, t) 

/* X：探索するデータ，t：探索を始めるノードヘのポインタ＊／

while (I ア|)

if (Xがt->valueに等しい）

return TRUE /*探索するデータが見つかり，探索終了＊／

else 

if (Xがt->valueよりも小さい

仁←こコ
else 

L＿ニ―|←|オ I
endif 

endif 

endwhile 

return FALSE 

endfunction 

／＊探索するデータが見つからず，探索終了＊／

図3 ループを用いてポインタを順にたどっていく操作 lookupのプログラム
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図 3では，操作 lookupを，ループを用いてポインタを順にたどる方法で実現して

いるが，再帰呼出しを使って操作 lookupを実現する方法も考えられる。その実現方

法を図 4に示す。

function lookup(x, t) 

I* X:探索するデータ，t：探索を始めるノードヘのポインタ＊／

if (tが nilである）

return FALSE 

endif 

if (1 カ|)

return TRUE 

else 

／＊探索するデータが見つからず，探索終了＊／

／＊探索するデータが見つかり，探索終了＊／

if (Xがt->valueよりも小さい）

return lookup (x, Iキ|
else 

return lookup (x, Iク|
endif 

endif 

endfunction 

図4 再帰呼出しを使った操作 lookupのプログラム
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操作insertのプログラムを図 5に示す。insertは lookupと同様に，木を根か

ら葉の方向へ進みながら，指定されたデータをもつノードを挿入する適切な位置を探

す。ノードを挿入する適切な位置とは，あるノード（これを “A"とする）から移動

すべき先のノードヘのポインタが nilになり，どのノードも指さなくなるところであ

る。この時点で，指定されたデータをもつノードを新たに作成し，ノード Aがもつ移

動すべき先へのポインタが，新たに作成したノードを指すようにする。新たに作成さ

れたノードは，この時点では子のノードをもたない。図 5のプログラムでは，戻り値

として，新たにノードが挿入された場合は挿入されたノードヘのポインタを返し，ノ

ードが挿入されなかった場合には引数で渡されたポインタをそのまま返す。

function insert(x, t) 

/* X:挿入するデータ， t：挿入を始めるノードヘのポインタ＊／

if (tが nilである）

新たに nodeを作成し， nodeへのポインタをtに代入

t->value← |ヶ|

t->left←仁二こコ

t->right← |コ|
else /* tがnilでない＊／

if (Xがt->valueよりも小さい）

I サ I←insert (x, t->left 

else 

if (Xがt->valueよりも大きい）

I シ 1←insert (x, t->right 

endif 

endif 

endif 

return t 

endfunction 

図5 操作insertのプログラム

- 19 -



設問 1 図 1の 2分探索木に，操作insertを使って 40, 34, 38の順にデータを挿入

したときの 2分探索木を解答欄に示せ。

設問 2 図3，図 4の操作 lookupのプログラム中の［口：□＿」~1 ク__  |に入れ

る適切な字句を答えよ。

設問 3 図 5の操作insertのプログラム中のIケ I~| シ |に入れる適

切な字句を答えよ。

設問 4 次の記述中のIス 1, | セ |に入れる適切な字句を答えよ。

2分探索木では，データの探索時にノードの配置によってデータを比較する対

象となるノードの個数が変わる。 n(n = 2d-1, dは 0以上の整数）個のノード

がある場合，データを比較する対象となるノードの個数は，最も多い場合

I ス 1個となる。しかし，根からどの葉に向かって木をたどっても，途中で

通るノードの数が同じである完全 2分木の場合，データを比較する対象となるノ

ードの個数は最も多くて叶 セ 1個となる。
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問6 受注管理システムの構築に関する次の記述を読んで，設問 1~4に答えよ。

情報システムを構築する場合，これまでは端末となる各 PCに専用アプリケーショ

ンソフトをインストールし，データベース (DB)サーバなどと接続する“クライアン

トサーバ方式”を利用していた。これは PCの性能が向上したために，ユーザインタ

フェースや一部のデータ処理をクライアント側で担当し，サーバ側の処理負荷を軽減

させるために有効な方式であった。しかし，運用上不都合な点が多いので，最近では

PC側のアプリケーションソフトとして汎用の Webブラウザを用いる “Web-DB連携

システム方式”でシステム構築する例が増えている。

Web-DB連携システムは， Webサーバ，アプリケーションサーバ (APサーバ）， DB

サーバの 3層構造で作られることが多い。通常， Webサーバではユーザインタフェー

ス, APサーバではビジネスロジック（アプリケーションで実現すべき機能）， DBサ

ーバではデータの管理を担当する。

A 社ではこれまで，専用線を用いたクライアントサーバ方式の受注管理システムを

使用して，全国 100か所の販売店から商品を受注していた。今回，受注管理システム

のリプレースに際し， IP-VPNを用いた Web-DB連携システム方式で再構築することに

した。 A社の新しい受注管理システムの構成は図 1のとおりである。また， DB上のテ

ーブルとテーブル間の関連は，図2に示すとおりである。

A社

IP-VPN 

図 1 A社の新しい受注管理システムの構成
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販売店マスタ ：： 店員マスタ ｀ 受注伝票
夕

商品マスタ“ ヽ

販売店コード 店員コード 伝票コード 商品コード

販売店名 氏名 商品コード 商品名

販売店コード 個数

店員コード

凡例 | 
受注年月日
受注時刻

テープル名 I _:1対多の関連

屈性名

属性名
l 
注 属性名の実線の下線は主キーを示す。

図2 A社の新しい受注管理システムのテープル構造

設問 1 クライアントサーバ方式と Web-DB連携システム方式を比較した場合，本文中

の下線部のクライアントサーバ方式の“運用上不都合な点”に該当するものを解

答群の中から二三選び，記号で答えよ。

解答群

ア DBの内容に不整合が起こりやすい。

イ OSやミドルウェアなどの PC環境を統一しないと，専用アプリケーションソフ

トが動かない場合がある。

ウ 業務機能追加の際に，専用アプリケーションソフトを PCにインストールし直

す必要がある。

工 業務に特化した機能を実現しにくい。

オ サーバに負荷がかかりやすいので，クライアント数が増加したときにサーバの

能力がすぐに足りなくなってしまう。

力 頻繁に PCをリプレースしなければならない。
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設問 2 A社では，最近の受注伝票を簡易に閲覧するために指定した販売店で 3 日前

以降に発行された受注伝票の商品コード，商品名，個数の 3項目を受注が最も

新しいものから順に一覧表示する画面を作成した。その画面に表示する情報を取

り出すために作成した，次の SQL文中のしこ三こ：」～［ここここ］に入れる適

切な字句を答えよ。ただし，指定した販売店コードはホスト変数“：指定販売店

コード”，今日の日付はホスト変数“：今日”,3 日前の日付はホスト変数“：表示

開始日”にあらかじめ格納されているものとする。

SELECT商品マスタ．商品コード，商品マスタ．商品名，受注伝票．個数

FROM受注伝票，商品マスタ，店員マスタ，販売店マスタ

WHERE受注伝票．商品コード＝商品マスタ．商品コード

AND受注伝票．店員コード＝店員マスタ．店員コード

AND店員マスタ．販売店コード＝販売店マスタ．販売店コード

AND | a |  
AND | b|  
AND受注伝票．受注年月日＜＝ ：今日

し
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設問 3 A社では，前日の受注伝票から毎日の夜間バッチ処理で，“販売店コード”,“商

品コード”,“販売店名’',“商品名”,“受注年月日",“個数”の 6個のフィールド

をもつ“受注集計”テーブルを作成し，受注日報作成の高速化を図った。

“受注集計”テーブルに必要なレコードを追加するために作成した，次の SQL

文中のI__:ーー ト［こロニこ］に入れる適切な字句を答えよ。ただし，作成す

る前日の年月日はホスト変数“：前日年月日”に格納されているものとする。

INSERT INTO 

受注集計（販売店コード，商品コード，販売店名，商品名，受注年月日，

個数）

SELECT販売店マスタ．販売店コード，商品マスタ．商品コード，

販売店マスタ．販売店名，商品マスタ．商品名，：前日年月日，

| d | 
FROM受注伝票，商品マスタ，店員マスタ，販売店マスタ

WHERE受注伝票．商品コード＝商品マスタ．商品コード

AND受注伝票．店員コード＝店員マスタ．店員コード

AND店員マスタ．販売店コード＝販売店マスタ．販売店コード

AND | e| 
GROUP BYCD  

設問 4 受注管理システムの運用を開始してからしばらくして，販売店間で店員の人事

異動があった。その結果受注管理システムで，人事異動前に発行された受注伝

票が人事異動後の販売店名で表示されてしまうという不具合が発生した。 A 社で

はこの問題を解決するために，テーブルに属性を追加して対処することにした。

属性を追加するテーブル名と追加すべき属性名を，それぞれ答えよ。
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〔メモ用紙〕
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〔メモ用紙〕
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〔メモ用紙〕
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6. 途中で退室する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が回収されてから

静かに退室してください。

退室可能時間 | 13:40~ 14:50 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおり解釈してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。

9. 電卓は，使用できません。

10. 試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

11.答案用紙は，白紙であっても提出してください。

12. 試験時間中にトイレヘ行きたくなったり，気分が悪くなったりした場合は，手を挙

げて監督員に合図してください。

13. 午後Ilの試験開始は 15:30ですので， 15:20までに着席してください。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では，R及び‘TM を明記していません。
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